
 

令和３（２０２１）年度事業計画 
                       ２０２１年７月 １日から 
                       ２０２２年６月３０日まで 
 
１．事業実施の方針 
○日本ＩＤＤＭネットワークのミッション（使命・存在理由） 
 平成２２年度、日本ＩＤＤＭネットワークは、「救う」「繋ぐ」「解決する」
の三つの目標を掲げました。インスリンの補充が必須な患者とその家族一人ひと
りが希望を持って生きられる社会を実現することを目指します。 
その当面のゴールは、１型糖尿病を「治らない」病気から「治る」病気にする

ことですが、究極の目標は“１型糖尿病の根絶（＝治療＋根治＋予防）”です。 
 また、創立２６年を経過し、その間に培ったノウハウを社会に還元し、自発的
な市民社会の構築に寄与することを目指します。 
 
○日本ＩＤＤＭネットワークの３つの約束 
１“救う” 

－患者と家族の皆さんをはじめとして、私たちの経験を還元します。 
 ・患者・家族へ最新情報を提供し、最適な生活が得られるよう多様な選択肢を

提示します。 
 ・医療や生活の相談充実に向けて、患者や家族同士による支援、教育、ピア・

カウンセリングに取り組みます。 
 ・学校等での差別やいじめのない教育環境の実現を目指します。 
 ・就労の場での差別のない職場環境の実現を目指します。 
 ・２０歳以上の患者対策として、公的支援の導入により質の高い療養が継続で

きるよう提言していきます。 
 ・２０歳未満の患者対策として、小児慢性特定疾病の医療費助成制度や特別児

童扶養手当といった現行制度の全国一律の運用、充実を提言していきます。 
 ・当法人の持つノウハウを社会課題の解決に向けて取り組む方々に提供しま

す。 
 
２“つなぐ” 

－患者・家族と研究者、医療者、関連企業、行政、そして社会とつなぎま
す。 

 ・医療機関、製薬企業と協力して、インスリン、ポンプ、ＳＭＢＧ、ＣＧＭと
いった多様な製剤、新しいデバイスによる療養環境の充実を図ります。 

 ・医療者と協力して、カーボカウントなど適切な食事・栄養指導を徹底させ、
患者負担の軽減を図ります。 

 ・１型糖尿病に対する社会の理解を図ります。 
 ・大規模な地震等の災害に備えるため、患者のとるべき行動を明らかにし、サ

ポート体制整備への理解を図ります。 
 ・当法人の持つノウハウを通して社会課題の解決に取り組む方々との接点を増

やし、１型糖尿病に対する社会の理解を深めます。 
 
３“解決する” 



 

－研究者の方々に研究費を助成し、1 型糖尿病の根絶への道を開きます。 
２００５年（平成１７年）夏、私たちは新たな挑戦を始めました。『治ら

ない』病気といわれてきた 1 型糖尿病を『治る』病気にかえるため「1 型糖
尿病研究基金」を設立しました。1 型糖尿病根絶に向け情熱を持って真摯に
挑戦する研究をサポートしていきます。 

 
 

○令和３（２０２１）年度の主な取り組み目標 
 
 1 型糖尿病根治目標の２０２５年まで残り４年となります。1 型糖尿病根治に
向けての研究費調達、根絶の日まで患者・家族を“救う”取組及びあらゆる関係
者との協働を意識して対応します。また、“IDDM”という名称を鑑み１型糖尿
病患者に限らずインスリン補充が必要な糖尿病患者全体を意識して取り組みま
す。 
 なお、本年度も新型コロナウイルス感染症収束を期待しつつ、定款を改正する
等これまでとは違う手法を模索しこの危機的な状況を乗り切ります。 
 
－“救う”取り組み－ 
１ 発症初期に必要な情報が詰まった「希望のバッグ」の配布 

   ※インスリン補充が必要な２型糖尿病患者も対象 
２ 患者・家族の QOL 改善に向けた政策要望 

  ・難病指定による２０歳以上の患者支援策実現 
  ・介護職員によるインスリン注射の合法化実現  
３ 高齢患者支援サービスの構築＜新規＞ 
４ #にちあいしゃべり場～患者・家族の“話せる”オンラインコミュニティ～
を毎月開催 

５ 患者の血糖変動を嗅覚で探知して低血糖を知らせてくれる“低血糖アラー 
ト犬”の養成 

６ インスリンの補充が必要な２型糖尿病患者への啓発イベント開催 
７ 患者を取り巻く社会保障制度のセミナー開催 
８ 患者・家族の学びを深める動画コンテンツの作成 

 ９ 患者への奨学金支給 
10 患者の起業支援 
11 カーボカウントを学ぶ料理教室の開催 
12 オンライン方式による糖尿病キャンプ啓発イベントの開催＜新規＞ 

 
－“繋ぐ”取り組み－ 
 １ 医療者、患者・家族ともに参加するセミナーの開催 
   カーボカウント、インスリンポンプ、CGM（持続血糖モニター）をメイ

ンテーマに年間４回程度（うち１回は女性のみを対象）開催 
２ 新たな医療技術・医薬品・医療機器の承認の迅速化、患者医療費負担の軽
減及びインスリン補充の有効性についての政策要望 

 ３ IDDM 白書２０２１の作成 
４ 患者のための保険相談会の開催 



 

５ 新型コロナウイルスによる患者を受け入れる医療機関への支援 
６ リボンドネーションによる病気の理解促進＜新規＞ 

 
－“解決する”取り組み－ 
 １ １型糖尿病研究基金による研究費助成 
   公募による助成に加えて、第３回山田和彦賞（「自らの体の中で膵島を自 
  己再生するような根治療法」につながる研究）等患者・家族の視点で応援し 

たい研究テーマへの助成・投資を行います。 
   なお、２０２５年の 1 型糖尿病根治に向けて「バイオ人工膵島移植ジャパ

ンプロトコール２０２５基金」（仮称）により「バイオ人工膵島移植」に集
中して助成・投資を進めて行きます。＜新規＞ 

 ２ 1 型糖尿病研究基金のファンドレイジング（資金調達）の強化 
１型糖尿病研究基金による研究費助成の財源として、行政・企業・研究機

関・CSO（市民社会組織）との協働により、ふるさと納税、クラウドファ
ンディング、マンスリーサポーター、寄付つき商品、冠基金、株主優待寄
付、チャリティイベント等の取り組みを強化します。 

３ シンポジウムの開催 
２０２５年 1 型糖尿病「治らない」から「治る」－不可能を可能にする－

をテーマにサイエンスフォーラムを開催し、研究者と患者・家族との接点を
強化します。 
 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で延期してきた創立２５周年記念イ
ベント―根治実現へのラストスパート―を開催し、各ステークホルダーにこ
れまでの支援への感謝を伝え、成果を報告するとともに、今後の具体的な目
標・ロードマップを明示し、根治実現に向けスパートをかけます。＜新規＞ 

 ４ 研究室訪問   
１型糖尿病研究基金で助成を行った研究成果を可視化するため、VR（Vir

tual Reality）技術を活用し、研究室からわかりやすく研究成果を発信しま
す。＜新規＞ 

 ５ 1 型糖尿病「治らない」から「治る」－“不可能を可能にする”－を応援
する１００人委員会による社会的共感のアップ 

   政財界、研究、医療、NPO 等の関係者からなる１００人委員による“治
す”取組を強化します。 

 ６ 1 型糖尿病「治らない」から「治る」－“不可能を可能にする”－を応援
する希望の１００社委員会による社会的共感のアップ 

   企業、経営者、団体からなる１００社委員による“治す”取組を強化しま
す。 

  



 

―佐賀県（本部所在地を平成１２年に佐賀市へ移転）への貢献等― 
 
定款を改正し、 
「保健、医療又は福祉の増進を図る活動」「社会教育の推進を図る活動」「まち
づくりの推進を図る活動」「観光の振興を図る活動」「農山漁村又は中山間地域
の振興を図る活動」「学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動」「環境
の保全を図る活動」「災害救援活動」「地域安全活動」「人権の擁護又は平和の
推進を図る活動」「国際協力の活動」「男女共同参画社会の形成の促進を図る活
動」「子どもの健全育成を図る活動」「情報化社会の発展を図る活動」「科学技
術の振興を図る活動」「経済活動の活性化を図る活動」「職業能力の開発又は雇
用機会の拡充を支援する活動」「消費者の保護を図る活動」等、特定非営利活動
促進法に掲げる各種活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助
の活動に取り組みます。 
 〇ファンドレイジング（資金調達）に関する助言 
 〇シェアオフィス（佐賀県に誘致した NPO・NGO や社会起業家等のオフィス）

の準備着手 
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